
【練習問題の解答】
《 問１の解答 》

（ ○ ）生物部が学校の中庭にビオトープをつくった。

（ × ）先日英語科のＡ先生が失恋した。相手は地歴科のＫ先生である。

（ × ）国語の宿題をまだ出していないのは○○君と△△さんである。

（ ○ ）今年の文化祭に弓道部の有志がバンドを組んで出演する。

（ ○ ）今月のトイレットペーパーの使用量が多かったので、節約をしよう。

（ × ）３年１組のＢ君のお父さんが宝くじで１億円を当てた。

（ × ）明日はＥＸＩＬＥのコンサートのチケット発売日である。

（ △ ）来月、田崎敬浩のトークショーがあるので、みんなで行こう！

（ × ）生物のＭ先生が本を出したので、買ってください。

（ ○ ）２年生のＡ子さんが、ダンススクールの発表会に出演する。

（ ○ ）１年生のＢ雄くんが、ゴルフの大会で優勝した。

（ × ）明日は、「週刊少年○○」の発売日である。

（ ○ ）野球部３年生のＣ輔くんは、最後の大会にスコアラーとして出場する。

（ × ）２年Ｃ組では、最近、盗難事件が多発している。

（ × ）国語科のＭ先生が、来月結婚することになった。

（ △ ）２月１４日、Ｄ江さんは、担任の先生にチョコを贈ろうと計画中である。

（ ○ ）１年Ｂ組は、先週、養護学校との交流会を行った。

（ ○ ）卒業生のバンドが、来月プロデビューする。

（ △ ）放送部のＥ口くんのお父さんが、市民芸術祭で映像大賞を受賞した。

（ ○ ）長崎市は今年、被爆７０周年を迎える。

（ △ ）駅前に大型ショッピングセンターができた。

（ × ）２年５組の○○君は、至急、職員室のＫ先生のところへ来てください。

《 問２の解答 》

再検討する→（ もう一度検討する・考え直す ）

奪還する→（ 取り返す ）

咀嚼する→（ よく噛む・よく考える ）

コンビニ→（ コンビニエンスストアア ）

諫高（かんこう）→（ 諫早高校 ）

高揚する→（ 高まる ）

ヤバい→（ 良くない・とても良い晴らしい・見事な ）

なので→（ だから・そこで ）

セロテープ→（ セロハンテープ ）

ピアニカ→（ 鍵盤ハーモニカ ）

自己中→（ 自己中心的・自分勝手 ）

街頭の混雑を回避する→（ 街角の混み合いを避ける 避ける ）

参加各校の諸事情を考慮し、マストな任務に限定する。

→（ それぞれの参加校のいろいろな事情を考え、必要な仕事に限る ）

《 問３の解答 》

①私は、１か月前、オープンキャンパスに行きたかったが、先生に説得されて、合

宿の参加申込みを承諾した。

②日本列島の最西端に位置する長崎は、海に沈む夕日の美しい観光地であるととも

に、古くから海外文化との関わりも深く、異国情緒あふれる町です。



《 問４の解答 》

ア 私が思うのは、アナウンスをする時は言葉遣いに注意したほうが良いと思います。

→私は、アナウンスをする時は言葉遣いに注意したほうが良いと思います。

（表現の重複）

イ 私は、丸々と太った、赤い屋根の家にいる犬が、動物嫌いなので苦手です。

→私は動物嫌いなので、赤い屋根の家にいる丸々と太った犬が苦手です。（語順）

ウ その男の子は泣きながら走っている女の子を追いかけました。（泣いたのは男の子）

→その男の子は、走っている女の子を泣きながら追いかけました。（語順））

エ 最近、言葉がすごく乱れています。なので、普段から言葉遣いを意識しなければな

りません。

→最近、言葉がとても乱れています。だから、普段から言葉遣いを意識しなければな

りません。（言葉遣い・俗語・流行語）

オ アナウンスの原稿には柔和な表現が適切です。日常から語彙を豊富にし、明確な文

章を書くよう心がけたいものです。

→アナウンスの原稿には柔らかい表現が適切です。日ごろから言葉を豊かにし、はっ

きりした（分かりやすい）文章を書くよう心がけたいものです。（漢語の多用）

《 問５の解説 》

８月にとぎつカナリーホールで開催された県教育委員会主催「長崎若い芽のコンサ

① ②

ート」。この若い演奏家の登竜門であるコンサートに、２年８組の岡本誓志君がバイオ

③

リン部門で出演しました。今では「バイオリンは僕の相棒」という岡本君。小学生の頃

④

はバイオリン嫌いで、バイオリンの先生に「あんたの弾く曲はモーツァルトじゃねぇ」

⑤ ⑥ ⑦

と言われちゃったそうです。しかし、中学生に入ってから合奏を始めてから音楽の楽し

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

さに目覚め、本気でバイオリンに没頭したそうです。そして、今年２月には諫早の演奏

⑬ ⑭

会でロシアの天才ピアニスト、アンドレイさんと共演したんです。岡本君は「ロシアの

⑮

音楽が身近に感じられ非常に勉強になった。アンドレイは本当に楽しんでピアノを弾い

⑯

てて、やっぱり楽器は楽しんで弾くものだと再確認しました。これからも『音楽って楽

⑰ ⑱

しい！』って事を伝えたい」と話しています。音楽の世界を広げて一回り成長した岡本



君は今、来年の「高等音楽コンクール」に向けて練習しています。岡本君のモットーは

「何事も本気で、楽しく」。この言葉を胸に、コンクールでの金賞を目指します。

⑲

推敲の視点

１．漢語の使用：①⑯⑱

２．余分な情報：②⑤⑭

３．体言止め：③④⑲（全体で２回以内に）

４．言葉遣い（俗語・流行語）：⑥⑦⑧⑮⑰

５．文末表現の重複：⑨⑬

６．事実誤認：⑩

７．表現重複⑪⑫

《 問５の解答例 》 （あくまで例ですので、これが正解というわけではありませんが、

課題文よりは聞き取りやすくなっているはずです。）

８月に「とぎつカナリーホール」で開かれた「長崎若い芽のコンサート」。若い演奏家

の登竜門であるこのコンサートに、２年８組の岡本誓志君が、ヴァイオリン部門で出演し

ました。

今では「ヴァイオリンは僕の相棒」という岡本君ですが、小学生の頃は楽器嫌いで、先生

に「あなたの弾く曲はモーツァルトではない。」とまで言われたそうです。しかし、中学生

になって合奏を始めてから音楽の楽しさに目覚め、本気でヴァイオリンにのめり込みます。

そして、今年２月にロシアのピアニスト、アンドレイさんと共演したことがきっかけで、こ

の「若い芽のコンサート」に応募しました。

岡本君は、「アンドレイは本当に楽しんでピアノを弾いていて、やっぱり楽器は楽しんで

弾くものだと改めて感じました。僕もアンドレイのように、『音楽って楽しい！』というこ

とを伝えていきたい。」と話します。

音楽の世界を広げて一回り成長した岡本君は今、来年の「高校音楽コンクール」に向けて

練習しています。岡本君のモットーは「何事も本気で、楽しく」。この言葉を胸に、コンク

ールでの金賞を目指します。



【原稿あれこれ （Ｂｅｆｏｒｅ－Ａｆｔｅｒ）】

Ａｆｔｅｒ①

もうすぐ 高総体。今年も 16の部が海を渡って 戦いに挑みます。

ところでみなさんは この高総体の遠征費が どこから出ているか知っていますか？

本校には上高振興会という後援会があって、島に住む私たちのために様々な支援をしていま

す。会員の中には 企業や一般の人たちなど現在の上五島高校に直接関わりのない人も数多

く含まれます

上高振興会が発足したのは 今から 24年前のことです。現在は 100名ほどの会員から、

毎年 100 万円以上のお金が集まっています。そのお金が高総体の遠征費など私たちのため

に使われているのです

2代目の会長を務める田坂章吾さんは本校の卒業生ではありませんが、発足と同時に振興

会に加わりました。田坂さんは、「我が子がお世話になった上高を応援したいんです。高校

生の頑張りで島を盛り上げて欲しい。」と話して下さいました。

高総体は 6月 1日からです。上高振興会の思いを胸に全力で戦いましょう。

Ａｆｔｅｒ②

私たちの学校に「お菓子作りの名人」がいることを知っていますか？

2年前から 先生方の集まりでお菓子やパンが配られています。味はもちろん 彩りやラ

ッピングも凝っていて、お店で売っている物と見間違うくらいの出来映えです。それを作っ

ているのが石見茂校長先生なんです。

先生がお菓子作りを始めたのは 10 年前のことです。卵アレルギーを持つ息子さんのた

めに 手作りパンに挑戦したのがきっかけでした。次男の広樹君が保育園に通うようになっ

て、卵を使わない手作りのお菓子やパンを持たせるようになりました。卵を使わない作り方

は知りませんでしたが、手作りで研究したそうです。それ以来 市販のパンは一度も買って

いません。

先生は、「みんなが食べている中で息子だけが食べられないみじめな思いはさせたくなか

ったんです」と当時を振り返ります。隠し味は「息子さんへの愛」だったんですね。

そんな校長先生のお菓子、私たちも食べてみたいですね。



Ａｆｔｅｒ③

5 月 3 日、吹奏楽部が有川港ターミナルの多目的ホール「鯨賓館」で定期演奏会を開きまし

た。昨年までは 3月に行われていましたが、今年は、新入生の歓迎会をかねて 5月に開くこと

になりました。

1 部では J ポップをバンド演奏しました。2 部では吹奏楽部として初めて、合唱を披露しま

した。吹奏楽では、コンクールの課題曲「希望の空」のほか、演歌のメドレーなどを演奏しま

した。会場には子どもからお年寄りまで、およそ 120人が訪れ、手拍子を取るなど、会場は大

いに盛り上がりました。

部長の鉄川ちひろさんは「みんなが楽しんで演奏することができました。お客さんにも楽し

んでいただけたようで嬉しいです」と確かな手応えを感じています。

吹奏楽部の次の目標は 7月に佐世保で行われる吹奏楽コンクールです。一段と成長した吹奏

楽部がどんな音色を響かせるのか、楽しみですね。

Ａｆｔｅｒ④

流木を使って炭を作る「流木炭プロジェクト」が始まりました。目的は、海岸に打ち上げ

られた流木を、資源として活用することです。活動したのは、電気情報科と普通科の男子 9

人です。

メンバーは、まず炭を焼くための窯作りから始めました。ドラム缶を切断し溶接してつな

ぎあわせたものに、煙突をつけます。まわりを金属の板で囲み、隙間に砂を入れて、保温性

を高めます。試行錯誤の窯作りに２か月かかりました。また、大小さまざまの流木は、30

センチほどの長さにし、潮を洗い流して 2 週間屋外で乾燥させました。こうして準備した

流木を、温度調節をしながら１２時間かけて焼きあげると、堅くて重みのある「流木炭」の

完成です。

プロジェクトチームの原太一くんは、「校庭の砂をバケツに入れ、窯のある駐輪場まで運

ぶのは大変でした。でも貴重な体験が出来たと思います。」と話しています。

ゴミになるはずだった流木は、現在、新上五島町役場で消臭剤として使われています。


